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2011-2012年と2015-2016年に英国 JET ITER-Like Wall (ILW)にてプラズマに曝されたダイバータタイルに

おける水素同位体滞留挙動を昇温脱離法（TDS）にて明らかにした。また、表面化学状態を X 線光電子分

光法にて評価した。その結果、2015-2016年タイルでは重水素滞留量が増加していることが示された。 
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1. 緒言 

プラズマ対向材中の水素同位体滞留挙動の理解は、核融合炉設計において重要な課題である。特にタイ

ル位置、プラズマ放電履歴、表面化学状態と水素同位体滞留挙動を関連付けて理解することが必要不可欠

である。これまでに JET-ILW の 2011-2012 年（第一）キャンペーンに曝されたダイバータタイル（積算放

電時間：19時間、積算入射エネルギー：150 GJ）における表面化学状態と水素同位体滞留挙動について明

らかにしてきた。TDSによる主な重水素の脱離は二つのピーク（643 Kと 803 K）に分かれ、ストライクポ

イント近傍のタイルでは明らかに高温側への脱離シフトが見られ、重水素が熱により安定化していること

が示唆された。本研究では、2015-2016 年（第三）キャンペーン（積算放電時間：23 時間、積算入射エネ

ルギー：245 GJ）におけるダイバータタイルについて調べた。 

2. 実験方法 

 JETにて第三キャンペーンに設置されたWコーティングされた CFC

ダイバータ板の表面から、21箇所について直径約 17mm厚さ 1-2 mmの

試料をくり抜き、量子科学技術研究開発機構・六カ所核融合研究所に輸

送し、それぞれを 4分割した。その後、水素同位体滞留挙動とその表面

化学状態について昇温脱離法と X線光電子分光法にて明らかにした。 

3. 結果・考察 

	 図に内側ダイバータ表面（1-8）および内側排気スロット奥（4-10）

タイルの重水素 TDSスペクトルを示す。1-8タイルではストライクポイ

ントに比較的近く重水素滞留量が 2.46×1023 D m-2と多いのに対して、

ILW実験となり炭素などの堆積層が減少した 4-10タイル位置では 1.25

×1022 D m-2と一桁以上少なかった。ストライクポイント近傍のタ

イルではどのタイルでも軽水素よりも重水素滞留量が多かった。

一方、第一キャンペーンのタイルで行った分析結果と比較すると

重水素滞留量は内側ダイバータ板表面では約一桁高いことがわかった。 
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図	 内側ダイバータ表面(1-8)及び内部排気
スロット奥(4-10)タイルの TDSスペクトル 
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